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櫛󠄁引地域デマンド交通運行計画 

 

１．実証実験運行の概要 

公共交通空白地帯が含まれる櫛󠄁引地域東地区において、移動手段の確保を目的に道路運送

法第２１条の規定に基づく乗合タクシーによる実証実験運行を実施する。 

実証実験運行の過程において、運行形態の適正性、利用状況などを把握し、最適な運行と

なるよう調査検討を並行して実施する。 

 

２．実証実験運行予定期間 

令和３年１１月１８日～令和４年３月３１日 

 ※最長で令和６年１１月１７日まで申請し、実施する予定 

 

３．運営主体及び運行委員会の設置 

（１）運営主体 

地域住民自らが運営する仕組みとし、「櫛󠄁引地域デマンド交通運営協議会」を設置する。 

事務局は、鶴岡市櫛󠄁引庁舎総務企画課内に置く。 

（２）運行委員会 

運営協議会内に作業部会として「櫛󠄁引地域デマンド交通運行委員会」を設置する。 

（３） 運営協議会規約の制定 

運営主体である運営協議会の役割を明確化するための規約を制定する。 

 

４．導入するデマンドの形態 

（１）方式 

タクシー事業者の車両を使用するデマンド方式(予約制)とする。 

（２）予約方法等 

①予め住所、氏名、生年月日、電話番号を事務局に登録し会員番号を取得する。 

②運行予約先は、事業者の事務所内に設置する予約センターとする。 

③予約方法は、電話又はＦＡＸとする。 

④予約内容は、住所、氏名、利用日時、目的地及び帰りの予約とする。 

（３）予約期限等 

①予約の受付は、利用する日の 1週間前から前日の午後 5時までとする。 

②受付時間は、午前 8時 30 分から午後 5時までとする。 

③予約の取り消しは、前日の午後 5時までとする。当日のキャンセルは運行料金全額の 

キャンセル料が発生するものとする。 

 

５．運行事業者の選定 

運行計画に基づく適切な運行が実施可能な者(タクシー事業者)を選定し、運行を委託す

る。(使用車両の借上げ、運転、予約受付含む) 

協議資料２ 
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６．運行エリア 

（１）利用者の範囲 

鶴岡市黒川、松根、宝谷、𣗄代、田代、馬渡に住所を有し、会員登録した者とする。ただ

し、飲酒しての乗車はできないものとする。 

また、来客者等区域外に住所を有する者の利用については、原則不可とする。 

（２）目的地 

鶴岡市櫛󠄁引地域内の指定場所に限定する。 

 

７．運行経路 

（１）起点 

往路：自宅(遠い順に配車)、復路：指定場所(遠い順に配車) 

（２）終点 

往路：指定場所、復路：自宅 

（３）指定場所 

  ①黒川郵便局 ②くしびき温泉ゆ～Town ③櫛引庁舎（JA 櫛󠄁引支所） 

 ④櫛󠄁引老人福祉センター ⑤上山添（山添郵便局、さいとう歯科医院） 

 ⑥神明前（協立リハビリテーション病院） ⑦佐藤歯科医院 ⑧ヤマザワくしびき店 

⑨丸岡真柄医院 ⑩桂医院 ⑪佐久間医院 ⑫板井川（遠藤医院、土田内科医院） 

⑬産直あぐり 

  ※指定場所間のみの輸送は行わない 

 

８．運賃形態 

（１）運賃 

  自宅と黒川郵便局の間は１回あたり３００円 

  自宅と黒川郵便局以外の間は１回あたり４００円 

 

（２）割引制度 

①一般乗合旅客自動車運送事業者が発行する各種割引定期券であって、市内全域の停留

所において自由に乗車し、及び降車できるものを購入している者は無料とする。 

②子ども料金は半額とする(小学生以下を対象)。 

③障害者の利用は半額とする。ただし、身体障害者手帳、精神障害保健福祉手帳、 

療育手帳の提示を求める。 

④介護サービス又は介護予防・生活支援サービスの受給資格者の利用は半額とする。 

ただし、介護保険負担割合証の呈示を求める。 

 

９．運行本数、運行時間帯、車種、車両台数等 

（１）運行日と運行ルート 

①運行日 

月曜日から土曜日までとし、日曜、祝祭日、年末年始(12/29〜1/3)は運休とする。 
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②運行ルート 

𣗄代ルートと宝谷ルートを隔日で運行する。 

（２）運行本数 

往路２便、復路２便の４便とする。 

 

（３）運行時間帯 

往
路 

１便 ２便 
復
路 

１便 ２便 

9：00 13：30 11：00 15：00 

予約者がいない時間帯については、運行しない。 

 

（４）車種 

４人乗りの小型タクシーを基本とし、必要に応じてジャンボタクシーの代替運行などを行

うものとする。 

 

（５）車両台数 

小型タクシー１台を基本とし、予約状況によっては増車するものとする。 

 

（６）予定運輸数量 

 ４２０人 

 

10．今後の取組予定 

（１）観光二次交通の仕組み推進 

デマンド交通を活用した観光客も利用できる観光二次交通の仕組みを推進する。 

（２）スクールバス住民混乗制度の活用 

 デマンド交通と合わせ、本地域が有するスクールバス住民混乗制度を活用し、通学困難な

児童・生徒の交通手段を補完する。 


